
「学ぶ」を支援するシステムの開発
AI × SCHEDULE × LEARNING

HOW  IT  WORKS

学びを支える、3つのAI技術

学ぶ順番を「地図」にする

Web上の情報をAIが集め、
知識のつながりや前提を整理します。

「地図」を完璧にする

AI自身が理解度テストを生成して、
AI自身がその理解度テストを
解くことにより、ノード間の順序を
正しく推定する。

つまずきのサインを読む

ユーザに対する
AI生成の理解度テストで
回答速度や入力の迷いから、
理解にかかる負担を推定します。

ナレッジグラフ＝知識の関係図  トポロジカルソート＝正しい依存関係を構築する 知識推定＝ユーザーが持つ知識量

ROADMAP

これからできるようにすること

AIによるスケジュール生成 よりユーザーベースのAIに

知識推定をもとに、AIがユーザーに
合わせた学習スケジュールを作成
日々の学習状況や、理解度を基に
AIがスケジュールの修正を行う機能を
実装する

PHASE 1 PHASE 2

ユーザーの知識推定

ユーザーに対する理解度テストで
ユーザーの解答速度などのデータを
基にユーザーに知識推定を行う
システムを作成する（アプリ？）

PHASE 3

AIによるスケジュール生成を繰り返すことで、
よりユーザーに適したスケジュールの生成を
行い、ユーザーごとに専用のスケジュール生成
AIが利用できるシステムを構築する

DEMO

現状のデモ

DEVELOPMENT  STATUS

現在の開発状況

ナレッジグラフ自動生成（実用レベル）／Wikipedia情報収集·フィルタリング● 完了

▶ 進行中

○ 次フェーズ

AI自身の理解度テストによるトポロジカルソート／ノード間の順序決定（グラフ精度の自動改善）

AI生成の理解度テストによる知識推定／ユーザーベースの学習スケジュールの生成

解決したい課題 プロジェクトのゴール
例えば、英語や数学の勉強を始めるたびに、いつも
同じところでつまずいて、最初からやり直したり、
突然難しい内容が出てきて、先に進めなかったり、
既存サービスの多くは、全員にほぼ同じ学習ルートを
提示します。だから、「今どこで迷い、何が足りないか」
まで理解した計画づくりが難しい。

数学·語学·プログラミングなど、どんな分野でも
「何を、どの順番で学ぶか」をAIが自動設計。
一人ひとりに最適な道筋を届けます。

右図は、トピックを基にナレッジグラフを自動生成するシステムで、
微分についてのナレッジグラフを生成した際のスクリーンショットです。
左から右に向かうにつれて、基礎から応用にレベルが変化します。
それぞれのノードで依存関係があるものに関しては、
矢印で依存関係を示しています。
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